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駿河屋の「自然素材住宅塾」 

 

住まいを真剣に考え始めたママに贈る 

 

完全保存版「自然素材住宅塾」 

 

今の住まいと未来の住まいに役立つ情報満載          

 

こんにちは。駿河屋の一桝です。 

皆さんのお住まいの家は、家族の幸せのために使い倒していますか？ 

それでは今月も子育てママのお役にたてる、おうちの事で大切なこと、発信します！ 

 

【家も家具も使い倒してこそ価値がある】 

たまに伺うはなしです。私たちの創る住まいをとても気に入って下さるのですが 

「あまりにも素敵すぎて汚すのが怖くて住めない」という方がおられます。 

子供がまだ小さいから、綺麗に完成した住まいを落書きだらけにしてしまう。汚され

てしまうのが怖い。なんていうお声も聞くことがあります。 

 

たしかに綺麗に完成した住まいを落書きだらけにされたらカナシイですよね・・・。 

でも、一度考えて欲しいのです。何の為に家を建てるのか？何の為にリフォームする

のか？最初のきっかけは「家族が増えたから」とか「そろそろ子供部屋が欲しいから」 

などかもしれません。 

しかし、本当の理由は「より幸せに今を暮らしたいから」ではないでしょうか。より

幸せに今を暮らしたいから・・・ 

 

より過ごしやすく 

より家族の絆が深まり 

より快適で 

より健康的に 

よりリラックスできる 

 

そんな住まいに移り変わらせて、そこで素敵な思い出を重ねていきたいのではないか

と思うのです。僕が自宅をリフォームしたきっかけは 
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よりリラックスできて 

より過ごしやすくなることと 

より家族の絆が深まることを意識して 

 

そして、何より家族と素敵な思い出が沢山育まれる家にしたいと思いリフォームをし

ました。 

 

そうして完成した住まいを当然ながら大事に使うことは大切です。でも、過剰に保護

するあまり本来の目的をなさない家になっては本末転倒ですよね。 

素敵な無垢のテーブルの汚れや傷を気にするあまり、テーブルで遊ばせない、お絵か

きもさせたくない。なんて気持ちも分からなくはありません。でも家も家具も使って

こそ意味のある道具です。 

 

道具にも命があります。粗末に使ったら使う側が怪我することだってあります。 

だからこそ、大切に感謝しながら長く使えるよう手入れをして使いきってあげる。 

 

昔の着物は子供用に仕立て直して、おむつや雑巾になったあと燃やして燃料にし、最

後は灰として使われました。家も家具も子供やワンちゃん猫ちゃんたちともどんどん

使って、素敵な思い出を沢山つくって欲しいと思います。 

本物の素材で出来た住まいは、どんどん使って使い倒しても、薄汚くボロボロになる

のではなく、１つ１つの傷さえも愛おしく感じるようエイジングされていきます。 
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先日は久しぶりに海にカヤックを浮かべて釣りをしてきました。夏のような気温にな

ったころなので、サバやカツオ、ブリの子供なんかも入ってきてるハズ！久しぶりに

刺身やタタキで一杯やりたい！たまらん！と妄想だけ暴走し、かなり気合い入れてこ

ぎ出しました！ところが、魚に全くやる気が無い！いるのはイワシの大群、小アジの

大群ぐらい・・・。僕のカヤックには魚群探知機が着いてるので、海中をさぐりなが

ら釣りをするんですけど、たしかに小さい魚ばかりで、釣りの対象になる魚の影は見

当たりませんでした・・・。朝の４時から海にでて、昼の１２時までこぎ続けると、

上半身はバキバキだし、腰は痛いし、こうした日は空のクーラーボックスでも撤収時

にとても重く感じます・・・。冒頭で「釣りをしてきました」と言いましたが、釣れ

ないんですから「釣りみたいなことしてきました」と訂正しておきます涙 

☆★♪♪♪ 僕への住まいの質問、元気になる応援メッセージ受付中 ♪♪♪★☆ 
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家づくりをきっかけに「体と心がよろこぶ暮らし」を考える 
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